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平
成
二
十
五
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま 

　
第
五
〇
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
六
日
（
金
）
、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水

訓
練
場
（
由
利
本
荘
市
岩
城
）
で
行
わ
れ
、

県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
九
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
七
分
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
競
技
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
は
小
坂
町
消
防
団
第
四
分
団
が
、
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
で
は
大
潟
村
消
防
団
第
三

分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、
総
合
の
部
の
優

勝
に
は
能
代
市
山
本
郡
支
部
が
輝
き
ま
し

た
。 

         

　
八
月
に
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
、
激
甚
災

害
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
消
防
団
の
皆
様
に

は
、
地
域
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
今
後
も
、
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
様
々
な
災
害
に
迅
速
に

対
応
し
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
大

会
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
大
会
内

容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

       

　
こ
の
操
法
大
会
は
、
消
防
団
員
・
女
性

消
防
隊
員
の
消
防
技
術
の
向
上
や
消
防
活

動
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
三
七
年
八
月
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大

会
を
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後

は
、
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
予
選

も
兼
ね
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
六
年
の
第
三
二
回
大
会
以
降
、
本

大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た

団
は
、
い
ず
れ
も
優
良
賞
以
上
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
大
会
の
目
的
と
歴

史
に
ご
理
解
を
賜
り
、
正
々
堂
々
と
全
員

が
納
得
の
い
く
結
果
を
出
さ
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

          

　
消
防
団
の
皆
様
が
、
郷
土
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手

で
守
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
感
の
下
、
防

災
の
み
な
ら
ず
福
祉
や
環
境
な
ど
幅
広
い

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
き
、
地
域

社
会
の
維
持
発
展
に
潤
滑
油
と
し
て
寄
与

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
出
場
隊
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
代
表
と
し
て
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
操
法
大
会
が
成
功
裏
に
執
り
行
わ
れ

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
約
） 

秋
田
県
副
知
事 

 

堀
井
　
啓
一 

秋
田
県
消
防
協
会
長 

 

中
田
　
　
潤 

来
　
賓
　
祝
　
辞（
要
約
） 

総
合
優
勝
は
能
代
市
山
本
郡
支
部 

秋
田
県
市
町
村
総
合 

事
務
組
合
管
理
者 

東
成
瀬
村
長 

 

佐
々
木
哲
男 

地
震
体
験
車
が
導
入
さ
れ
る 

第
五
〇
回

第
五
〇
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会 

第
五
〇
回

第
五
〇
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会 

第
五
〇
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会 

平
成
二
十
五
年
秋
の
火
災
予
防
運
動 

　
　
一
一
月
三
日（
日
）〜
一
一
月
九
日（
土
） 
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大
仙
市
消
防
団
に
女
性
団
員
が
誕
生
し

た
の
は
平
成
二
二
年
一
〇
月
で
、
現
在
の

団
員
数
は
四
〇
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
女
性
団
員
た
ち
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

で
の
防
火
意
識
の
啓
発
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
普
及
指
導
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
救
急
救
命

講
習
の
受
講
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
大
会
で
は
、
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
、

明
晰
な
号
令
な
ど
す
ば
ら
し
い
軽
可
搬
ポ

ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
来
る
一
〇
月
一
七
日
、
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
る
第
二
一
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
で
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
頑
張
れ
、
大
仙
市
女
性
消
防
隊
。 

操
法
披
露 

  

大
仙
市
女
性
消
防
隊 

　
　
　
一
〇
月
全
国
大
会
に
出
場 
競
　
　
　
　
　
技 

　
各
出
場
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
支
部
代
表
と

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
今
大

会
の
審
査
班
長
（
後
藤
洋
明 

秋
田
県
消

防
学
校
教
務
班
長
）
か
ら
審
査
を
通
じ
て

感
じ
た
事
項
や
印
象
な
ど
を
伺
い
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。  

■
総
合 

　
今
年
は
全
国
大
会
が
行
わ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
全
体
的
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低

さ
が
見
受
け
ら
れ
、
隊
員
間
の
温
度
差
も

感
じ
ら
れ
た
。 

　
ま
た
、
規
定
圧
力
オ
ー
バ
ー
の
隊
も
あ

り
、
安
全
管
理
の
低
さ
が
見
ら
れ
た
。 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
全
体
的
に
は
熟
練
さ
れ
た
操
法
で
あ
っ

た
が
、
操
作
中
の
事
故
な
ど
雑
な
動
き
が

見
ら
れ
た
。 

　
ま
た
、
器
具
愛
護
の
精
神
が
低
い
と
見

受
け
ら
れ
る
隊
が
あ
り
残
念
で
し
た
。 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
第
一
線
の
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
乱
れ
が
多

く
、
余
裕
ホ
ー

ス
が
取
れ
な
い

隊
も
半
数
近
く

見
ら
れ
た
。 

　
ま
た
、
指

揮
位
置
の
ず

れ
や
、
基
本

的
な
姿
勢
が

悪
い
隊
員
も

見
ら
れ
た
。 

審査員の皆さん 

・
・
・
・ 

・
・
・
・ 
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第
三
二
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、

九
月
一
二
日
（
木
）
午
前
一
一
時
か
ら
日

本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京

都
港
区
虎
ノ
門
）
で
行
わ
れ
、
秋
本
敏
文

日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
に
続
き
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
新
藤
義
孝
総
務
大

臣
ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ

れ
た
八
名
を
加
え
五
，
六
七
九
名
と
な
り

ま
し
た
。 

第50回秋田県消防操法大会成績表 

【小型ポンプ操法の部】 

 

 優　勝 小坂町消防団第４分団 43.32  80.5 

 第２位 八峰町消防団第５分団 44.21  76.5 

 第３位 美郷町消防団第２分団 42.99  73.5 

 第４位 横手市山内消防団第１分団 44.82  73.5 

 第５位 東成瀬村消防団第２分団 40.74  71.0 

 第６位 潟上市消防団飯田川支団第２分団 45.12  67.5 

 第７位 由利本荘市消防団矢島支団第４分団 43.87  67.0 

 第８位 秋田市消防団四ツ小屋分団 45.49  66.5 

 第９位 北秋田市消防団阿仁第３分団 46.27  52.5 

【ポンプ車操法の部】 

 

 

 優　勝 大潟村消防団第３分団 51.63  61.05  182.5  

 第２位 三種町消防団琴丘支団第１分団 52.28  66.19  176.5  

 第３位 横手市十文字消防団第３分団 51.82  64.50  172.0  

 第４位 にかほ市消防団第６分団 52.37  64.90  167.0  

 第５位 鹿角市消防団第５分団 54.21  63.63  165.5  

 第６位 大館市消防団比内第４分団 53.40  64.86  159.0  

 第７位 秋田市消防団保戸野分団 55.57  66.15  153.0  

タイム （秒） 消　防　団　名 順　位 

消　防　団　名 順　位 

総得点 （点） 

タイム （秒） 

第１線 第２線 
総得点 
（点） 

小坂町消防団  第４分団 

大潟村消防団  第３分団 

能代市山本郡支部 

安 倍 総 理 

ご遺族と草 副会長 鎮魂の歌（木遣り） 

御霊の奉納 

秋本日消会長 

【総合の部】 

 優　勝　能代市山本郡支部（総得点　253.0点） 

（
財
）
日
本
消
防
協
会 

　
殉
職
者
氏
名
　
　
　
遺

族

氏

名  

石
　
井
　
長
　
蔵
　
石
　
井
　
茂
　
司 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
テ
　
イ 

安
　
倍
　
　
　
強
　
安
　
倍
　
久
仁
夫 

　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
倍
　
海
　
児 

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族 

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭 
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秋
田
県
消
防
学
校
第
六
七
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
二
〇
日(

金)

、
同
校

の
屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
二
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
九

五
名
が
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
た
修
了
生
は
、
明
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 　
修
了
式
は
、
最
初
に
中
村
学
校
長
が
修

了
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
、
ま
た
、

成
績
優
秀
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、

学
校
長
式
辞
、
知
事
あ
い
さ
つ(

代
読)

、

来
賓
祝
辞
、
修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、
最

後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。                

 

表
彰
状
授
与 

■
優
　
秀
　
賞(
九
名)  

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　

　
　
三
浦
　
聖
史

　
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
大
澤
　
雄
介

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　

　
　
水
沢
　
茂
樹

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　  

佐
藤
　
　
亮 

　
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
下
総
　
広
幸

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
伊
藤
　
　
健

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
佐
藤
　
大
祐

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
藤
田
　
　
岳

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
滝
沢
　
清
栄

■
功
　
労
　
章(

五
名) 

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

総
代

　
阿
部
　
　
誠

　
横
手
市
消
防
本
部 

副
総
代
　

　
　

橋
　
洋
平 

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
副
総
代

　
佐
藤
　
　
卓 

　
大
館
市
消
防
本
部 

会
計

　
　 

　
三
浦
　
兼
晴 

　
横
手
市
消
防
本
部 

会
計

　
　 

　
下
総
　
広
幸 

 

学
校
長
式
辞 
 

秋
田
県
消
防
学
校 

学
校
長 

　 

中
村
　
　
基 

 

　
現
場
に
お
い
て
は
、
真
っ
正
面
か
ら
立

ち
向
か
い
、
心
は
「
県
民
の
命
、
財
産
を

守
る
」
と
い
う
熱
き
魂
で
、
頭
は
ク
ー
ル

に
冷
静
な
目
で
事
態
を
見
極
め
、
果
敢
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
初
心
を
忘
れ

ず
、
夢
を
持
ち
続
け
、
信
念
を
貫
き
、
勇

気
を
持
っ
て
職
責
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。 

 

修
了
生
答
辞  

 

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村 

圏
組
合
消
防
本
部 

消
防
士 

　 

阿
部
　
　
誠 

 

　
近
年
で
は
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
・
土
砂
災
害
な
ど
、
各
種
災
害
に
よ
る

悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。  

　
私
た
ち
は
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護
し
、
水
火
災

又
は
地
震
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減

す
る
ほ
か
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い

と
い
う
初
心
と
使
命
感
を
忘
れ
ず
、
消
防

業
務
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
半
年

間
、
消
防
学
校
で
培
っ
た
こ
と
を
胸
に
、

各
地
域
そ
し
て
秋
田
県
消
防
の
更
な
る
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

   

秋 田 県 
消防学校 
秋 田 県 
消防学校 

第
六
七
期
初
任
教
育
修
了
式

第
六
七
期
初
任
教
育
修
了
式 

第
六
七
期
初
任
教
育
修
了
式 

九
五
名
修
了

九
五
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 
九
五
名
修
了

九
五
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 
九
五
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

秋
田
県
消
防
協
会 

会
長 

　 

中
田
　
　
潤 

来

賓

祝

辞 

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
消
防
技
能
の
錬
磨
、

向
上
に
努
め
、
地
域
は
自
分
が
守
る
と
い

う
確
固
た
る
気
概
と
、
卓
越
し
た
技
能
を

身
に
付
け
ら

れ
ま
す
こ
と

を
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。       

　
数
年
後
に

は
、
一
人
ひ

と
り
が
中
核

的
消
防
職
員

と
な
り
、
立

派
に
活
動
さ

れ
て
い
る
こ

と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま

す
。 
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秋
田
市
消
防
本
部
　
越
川
　
　
俊 

　
小
さ
な
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
消
防
士
に

な
り
、
初
任
科
に
入
学
し
た
と
思
っ
た
ら
、

も
う
修
了
式
で
す
。
熱
心
に
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
教
官
方
に
は
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

六
七
期
の
皆
さ
ん
と
は
、
良
き
ラ
イ
バ
ル

で
あ
り
、
良
き
仲
間
と
し
て
常
に
共
に
過

ご
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
初
任
科
で
の
学
び
、

経
験
、
感
覚
、
そ
し
て
思
い
出
を
大
切
に

消
防
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。 

大
館
市
消
防
本
部
　
日
景
　
雄
大 

　
消
防
学
校
で
の
半
年
間
を
、
六
七
期
九

五
人
で
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
初
め
は
不
安
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
訓
練
を
重
ね
る
う

ち
に
、
絆
が
で
き
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成

長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
仲
間
を
忘
れ
ず
に
大
館
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。 

北
秋
田
市
消
防
本
部
　
三
沢
　
慶
太 

　
消
防
学
校
生
活
で
は
、
様
々
な
人
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が

あ
り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
訓
練
で
は
技
術
を
、
座
学
で

は
頭
脳
、
教
官
達
に
は
精
神
力
、
仲
間
に

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
消
防
士
と
し
て
一
歩
ず
つ
前
進

で
き
た
六
ヶ
月
間
で
し
た
。 

由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
須
田
　

加 

　
消
防
人
生
の
出
発
点
と
な
る
消
防
学
校

で
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
、
教
官
と
出
会
い
、

厳
し
く
も
楽
し
く
、
刺
激
的
な
毎
日
を
過

ご
し
て
き
た
こ
と
は
、
確
実
に
私
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
得
た
経
験
、
仲

間
、
思
い
出
を
一
生
の
も
の
と
し
、
今
後

に
繋
が
る
よ
う
大
切
に
し
た
い
。 

横
手
市
消
防
本
部
　
佐
藤
　
初
音 

　
消
防
学
校
で
過
ご
し
た
六
ヶ
月
間
は
と

て
も
内
容
が
濃
く
、
へ
こ
た
れ
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
と
共
に

励
ま
し
合
い
な
が
ら
自
分
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
辛
か
っ
た
こ
と
も

苦
し
か
っ
た
こ
と
も
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
も
、
六
七
期
の
仲
間

と
共
に
学
び
過
ご
し
た
日
々
の
思
い
出
と

し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

鹿
角
広
域
消
防
本
部
　
田
中
　
崇
大 

　
半
年
間
の
こ
と
を
思
い
返
す
と
、
涙
が

溢
れ
て
視
界
が
に
じ
む
の
で
長
い
こ
と
は

書
け
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
は
言
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。     

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部
　
牧
野
　
孔
智 

　
消
防
二
年
目
で
の
初
任
教
育
は
、
改
め

て
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
教
官
の
方
々
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
、

六
七
期
の
メ
ン
バ
ー
と
過
ご
し
た
日
々
を

胸
に
新
た
な
気
持
で
ま
た
前
進
し
よ
う
と

思
う
。 

男
鹿
地
区
消
防
本
部
　
蓬
田
　
雄
希 

　
共
同
生
活
や
訓
練
は
想
像
以
上
に
大
変

で
あ
り
ま
し
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
分
、

そ
の
倍
以
上
の
達
成
感
や
充
実
感
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
消
防

士
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
訓
練
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部
　
田
近
　
美
穂 

　
初
任
教
育
は
と
て
も
濃
い
半
年
間
だ
っ

た
。
消
防
学
校
を
修
了
し
て
初
め
て
消
防

人
生
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
て
た
と
思
う
。

所
属
に
戻
っ
て
も
学
校
で
学
ん
だ
事
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
毎
日
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
。 

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部
　
吉
田
　
瑞
穂 

　
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
半
年
間
で
し
た

が
、
辛
い
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
も
一
緒
に

乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
も
教
官
方
、
六

七
期
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
出

会
い
に
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
　
小
野
崎
雄
太 

　
最
初
は
消
防
学
校
と
い
う
も
の
の
存
在

を
知
っ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
座
学
や
訓
練
の
日
々
で
何
度
も
挫

折
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
六
七
期
の
仲

間
の
支
え
に
よ
り
、
何
と
か
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
半
年
間
は
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
財
産
と
な
る
と
思
う
の

で
、
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
事
を
所
属
に
帰

っ
て
か
ら
生
か
し
て
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。 

 

第
六
七
期
初
任
教
育
修
了
式 

九
五
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

九
五
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

第67期 
初任教育 

秋
田
県
消
防
学
校 

半
年
間
を 

　
　
振
り
返
っ
て 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年10月15日（毎月１回15日発行） №716

地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 



　「
消
防
団
活
動
を
振
り
返
っ
て
」 

　
私
達
の
分
団
は
、
山
間
の
静
か
な
農
村

地
帯
の
集
落
で
、
今
若
者
が
減
少
し
て
団

員
不
足
で
な
か
な
か
増
え
な
い
の
が
実
情

で
す
。 

　
私
自
身
は
入
団
し
て
三
〇
年
に
な
り
ま

す
が
入
団
前
は
酒
を
一
滴
も
飲
め
な
か
っ

た
の
に
、
今
で
は
妻
に
「
酒
飲
ま
な
い
人

と
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」
と
愚
痴
を
言

わ
れ
る
始
末
で
し
て
、
酒
飲
み
は
や
り
に

く
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
団
員
の
活
気

や
親
睦
の
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
私
の
消
防
活
動
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
、
一
年
目
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
一

番
員
を
命
じ
ら
れ
、
土
の
グ
ラ
ン
ド
で
ホ

ー
ス
撤
収
ま
で
の
操
法
、
そ
し
て
規
律
訓

練
選
手
を
掛
け
持
ち
、
大
会
終
了
後
は
緊

張
感
と
安
堵
感
か
ら
閉
会
式
で
倒
れ
て
本

部
テ
ン
ト
に
運
ば
れ
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
を
も
ら
っ
て
食
べ
た
の
が
一
つ
目
の

思
い
出
で
す
。             

　
二
つ
目
は
、
昭
和
六
二
年
頃
、
初
め
て

の
水
揚
げ
操
法
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
土
の

グ
ラ
ン
ド
で
の
ホ
ー
ス
撤
収
ま
で
の
操
法

で
、
全
身
泥
ま
み
れ
の
操
法
大
会
で
し
た
。

七
年
に
わ
た
り
一
番
員
を
や
っ
て
来
て
結

果
は
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
貴
重

で
思
い
出
深
い
体
験
で
し
た
。 

　
最
後
に
平
成
二
三
年
に
宿
命
の
分
団
担

当
の
規
律
訓
練
に
当
た
っ
て
指
揮
者
を
す

る
こ
と
と
な
り
、
早
朝
か
ら
の
訓
練
で
な

か
な
か
上
手
く
い
か
ず
、
仕
事
中
に
号
令

の
掛
け
方
を
覚
え
よ
う
と
口
ず
さ
ん
で
い

た
ら
し
く
、
会
社
の
人
か
ら
「
な
ん
か
こ

の
頃
一
人
で
ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
る
け
ど

大
丈
夫
か
」
と
言
わ
れ
「
消
防
の
規
律
の

掛
け
声
言
っ
て
た
ん
で
」
と
言
う
と
「
頑

張
れ
」
と
励
ま
さ
れ
、
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ

と
、
夜
遅
く
に
大
会
会
場
の
駐
車
場
に
出

向
き
、
動
き
と
位
置
確
認
の
練
習
を
し
て

い
る
と
、
警
備
員
が
来
て
「
お
た
く
何
し

て
る
の
、
何
か
駐
車
場
で
う
ろ
つ
い
て
い

る
不
審
人
物
見
か
け
た
ん
で
確
か
め
に
来

ま
し
た
。
消
防
の
練
習
し
て
た
ん
な
ら
い

い
け
ど
、
警
察
に
通
報
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
」
と
の
事
で
、
冷
や
汗
た
ら
た
ら
状
態

で
し
た
が
、
「
こ
れ
か
ら
も
夜
遅
く
に
来

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
」
と
伝
え
て
お
き
ま

し
た
。
今
思
え
ば
、
あ
の
時
に
警
察
に
通

報
さ
れ
て
た
ら
規
律
訓
練
の
伝
説
の
人
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
過
去
に
も
規
律
訓
練
で
「
コ
チ
ャ
コ
イ
」

伝
説
が
あ
り
ま
す
。
私
が
入
団
前
に
規
律

の
指
揮
者
が
あ
ん
ま
り
の
緊
張
で
行
進
中

に
号
令
の
掛
け
方
を
忘
れ
、
思
わ
ず
「
コ

チ
ャ
コ
イ
、
コ
チ
ャ
コ
イ
」
と
言
っ
た
こ

と
を
聞
き
ま
し
て
、
自
分
も
か
な
り
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
苦
労
し
ま
し
た
。 

　
結
果
、
上
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
け
ど
、
無
事
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
た
こ

と
で
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。     

　
ま
た
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
の
応
援
の
下
、

今
日
は
大
勢
の
前
に
立
て
た
こ
と
は
、
一

生
の
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
消
防
活
動
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         

  

「
私
と
地
域
消
防
団
」 

　
私
は
、
消
防
団
の
制
服
、
制
帽
を
見
る

と
そ
の
凛
々
し
さ
に
身
が
引
き
締
ま
り
、

地
域
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感
に

駆
ら
れ
ま
す
。 

　
私
自
身
は
、
家
業
を
継
い
で
就
農
し
た

た
め
、
消
防
団
へ
の
入
団
が
早
か
っ
た
の

で
す
が
、
入
団
当
初
は
火
災
出
動
が
多
く
、

今
に
な
っ
て
も
度
々
当
時
の
出
動
時
の
記

憶
、
特
に
先
輩
達
の
勇
姿
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
の
先
輩
達
の
指
導
に
よ
っ
て
私

と
今
の
分
団
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
強
く
抱
き

ま
す
。             

　
わ
が
分
団
は
、
常
に
高
い
志
と
目
標
を

も
っ
て
、
各
種
の
訓
練
と
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
中
で
も
中
堅
幹

部
の
養
成
や
初
任
者
団
員
の
意
識
、
基
礎

訓
練
に
つ
い
て
は
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

消
防
人
と
し
て
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
団
員
や
地
域
住
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
日
々
心
身
の
錬
磨
に
励
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。   

　
ま
た
、
消
防
団
に
は
各
種
大
会
が
あ
り

ま
す
が
、
中
で
も
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
は
、

私
自
身
大
変
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、
強
い

こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

支
部
の
大
会
に
お
い
て
は
常
に
上
位
の
成

田
村
　
東
一 

　
・
大
館
市
消
防
団 

　
　
分
団
長 

　
・
勤
続
四
二
年 

　
・
農
業 

　
温
厚
誠
実
に
し
て
責
任
感
が
強
く
、

日
頃
か
ら
消
防
人
と
し
て
使
命
に
燃
え
、 

団
員
の
親
和
と
団
結
に
努
め
、
己
に
厳

し
く
他
に
対
す
る
寛
容
な
態
度
に
よ
り

団
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
で
す
。 

大
西
　
照
雄 

　
・
鹿
角
市
消
防
団 

　
　
分
団
長
　 

　
・
勤
続
三
〇
年
　 

　
・
会
社
員
　 

　
温
厚
に
し
て
責
任
感
が
強
く
、
地
域

と
連
携
し
て
消
防
団
活
動
に
精
励
し
て

い
る
。 

　
趣
味
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
、
特
に
自

然
石
と
花
に
熱
を
入
れ
て
い
る
。 

　
地
域
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
活

躍
し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
趣
味
と

持
ち
前
の
運
動
能
力
で
、
団
員
か
ら
の

信
頼
も
厚
い
。 

消

防

団

員 

意
見
発
表
会
(三)
 

第九回 
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績
を
収
め
て
お
り
ま
す
。   

　
近
年
の
消
防
活
動
は
、
火
災
は
も
と
よ

り
年
間
を
通
し
た
自
然
災
害
に
対
応
し
た

活
動
も
求
め
ら
れ
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
防
災
体
制
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

　
先
日
、
私
の
住
む
地
区
に
お
い
て
、
土

砂
災
害
全
国
統
一
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
、
大
雨
に
よ
っ

て
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
に
よ
る
人
家
の
損

壊
を
想
定
し
た
も
の
で
し
た
。
わ
が
分
団

も
大
館
市
や
消
防
本
部
と
連
携
し
た
避
難

勧
告
伝
達
や
広
報
活
動
、
避
難
誘
導
訓
練
、

応
急
復
旧
訓
練
に
参
加
し
、
土
砂
災
害
の

現
象
や
現
場
に
お
け
る
新
た
な
知
識
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
変
有
効
な
も
の
で

あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

　
今
後
も
図
上
訓
練
、
実
践
訓
練
と
活
動

を
進
め
、
若
い
団
員
の
新
し
い
発
想
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
行
動
力
を
力

に
、
さ
ら
な
る
組
織
力
強
化
に
励
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。 

          

    

「
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
の 

　
　
　
　
　
四
年
間
を
振
り
返
る
」 

　
消
防
団
に
入
団
し
て
四
年
と
い
う
月
日

が
経
ち
ま
し
た
。
消
防
団
は
、
か
つ
て
私

の
父
も
入
団
し
て
い
た
た
め
、
幼
少
期
か

ら
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
が
小
学

生
の
時
、
消
防
団
の
旅
行
が
あ
り
青
森
県

三
沢
市
に
自
衛
隊
の
航
空
シ
ョ
ー
を
見
に

行
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
見

る
外
国
人
を
指
さ
し
て
、
友
人
と
二
人
で

「
外
人
い
だ
、
外
人
い
だ
」
と
大
騒
ぎ
し

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
父
は
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
操
作
員
で
し
た
。
ス
ー

パ
ー
に
買
い
物
に
行
く
と
駐
車
場
の
白
線

を
利
用
し
て
、
集
合
線
の
練
習
を
人
目
は

ば
か
ら
ず
に
繰
り
返
す
父
の
隣
で
、
恥
ず

か
し
く
て
恥
ず
か
し
く
て
、
や
め
て
ほ
し

い
な
と
思
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
練
習
を
し
て
い
た
の

か
、
実
際
消
防
団
に
入
っ
て
わ
か
り
ま
し

た
。
旅
行
に
行
け
た
り
、
お
酒
を
飲
め
た

り
す
る
の
が
消
防
団
だ
と
い
っ
た
甘
い
考

え
も
、
実
際
の
火
災
の
現
場
に
出
て
、
そ

ん
な
甘
い
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

　
初
め
て
火
災
の
現
場
に
出
動
し
た
の
は
、

入
団
し
て
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
時

で
し
た
。
仕
事
か
ら
帰
る
車
の
中
か
ら
、

遠
く
の
空
に
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
す

さ
ま
じ
い
黒
煙
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

現
場
に
着
い
て
か
ら
は
と
に
か
く
先
輩
の

指
示
を
聞
い
て
、
積
載
車
か
ら
ホ
ー
ス

を
持
っ
て
水
利
ま
で
走
り
、
ホ
ー
ス
を

展
張
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。
半
焼
で
消
し
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
日
の
夜
は
ほ
と
ん
ど
眠
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
私
は
、
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン

の
か
け
方
や
操
作
は
一
人
で
で
き
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
訓
練
の
時
練
習
し
ま
し

た
。
ま
た
先
日
、
私
の
恩
師
の
家
が
全
焼

し
て
し
ま
う
と
い
う
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
明
け
方
の
四
時
で
し
た
。
先
生
は
火

災
警
報
器
の
音
に
気
付
き
、
二
階
の
屋
根

か
ら
飛
び
降
り
て
無
事
で
し
た
が
、
先
生

の
両
親
は
焼
け
跡
か
ら
遺
体
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
は
「
な
ぜ
私
だ
け
が
生
き

残
っ
た
の
か
」
「
あ
の
日
か
ら
時
間
が
止

ま
っ
て
い
る
」
「
こ
う
な
る
以
前
に
何
か

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
火
災
は
人
間
の
生
命
及
び
財
産
を
一
気

に
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
言
葉
は
良

く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
今
回
の
事

が
起
き
て
、
そ
の
言
葉
の
重
み
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
、
火
事
は

絶
対
に
起
こ
し
た
く
な
い
、
起
こ
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

私
達
消
防
団
員
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
ま
し
た
。
火
災
予
防
週
間
で
世
帯
に

チ
ラ
シ
を
配
る
際
は
、
必
ず
玄
関
に
お
じ

ゃ
ま
し
て
、
そ
こ
に
お
住
ま
い
の
方
に
直

接
「
火
の
元
に
は
十
分
気
を
付
け
て
下
さ

い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
掛
け
を
す
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
そ
の
住
ま
い
の
方
の
防
火
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
は
そ
の
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防

火
意
識
と
い
う
も
の
が
、
火
災
予
防
に
お

い
て
最
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
火
イ
コ

ー
ル
火
事
の
元
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
、
火
事
は
少
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。 

　
ま
た
今
回
の
火
災
で
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
藤
里
町
は
、
全
世
帯
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
配
布
が
済
ん
で
い
ま
す
が
、

今
一
度
設
置
、
点
検
を
呼
び
か
け
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
冬
の
積
雪
時
の
消
火
栓
、
防
火
水
槽

の
除
雪
も
自
分
の
担
当
の
箇
所
は
忘
れ
ず

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

住
民
の
生
命
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、
大

切
な
家
族
を
守
る
た
め
、
今
後
も
消
防
活

動
を
一
生
懸
命
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

加
藤
　
大
輔 

　
・
藤
里
町
消
防
団 

　
　
団
員 

　
・
勤
続
四
年 

　
・
会
社
員 

　
昨
年
愛
娘
が
誕
生
、
介
護
福
祉
士
と

実
家
の
農
業
と
日
々
忙
し
く
過
ご
し
て

い
る
。 

　
父
も
消
防
団
員
だ
っ
た
た
め
、
幼
少

期
か
ら
身
近
に
感
じ
て
い
た
消
防
団
。

入
団
し
て
か
ら
の
四
年
間
を
振
り
返
り

ま
す
。 
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支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 

　
　
＝
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部
＝ 

消
防
団
を
よ
り
身
近
な
存
在
に 

　
今
年
、
当
支
部
管
内
で
開
催
さ
れ
た
住

民
運
動
会
に
お
い
て
、
『
消
防
』
に
ち
な

ん
だ
レ
ー
ス
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、
災
害
等
に
対
し
昼
夜
を
問
わ

ず
活
動
さ
れ
て
い
る
消
防
団
員
と
、
そ
の

ご
家
族
に
対
し
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
、
ま

た
、
未
来
の
消
防
団
員
で
あ
る
地
域
の
子

供
た
ち
に
消
防
団
を
よ
り
身
近
な
存
在
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。 

　
今
年
度

は
、
湯
沢

市
幡
野
地

区
と
山
田

地
区
、
そ

し
て
盆
踊

り
で
有
名

な
羽
後
町

西
馬
音
内

地
区
の
ご

理
解
と
ご

協
力
を
い

た
だ
き
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
幡
野
地

区
と
西
馬
音
内
で
は
「
消
防
親
子
レ
ー
ス
」

を
、
山
田
地
区
で
は
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」

を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　「
消
防
親
子
レ
ー
ス
」
で
は
、
親
子
が
一

緒
に
な
り
水
色
の
ボ
ー
ル
で
火
の
的
を
倒

す
と
い
う
内
容
で
、
半
纏
と
豆
絞
り
を
身

に
付
け
た
子
供
た
ち
の
姿
が
、
と
て
も
可

愛
く
微
笑
ま
し
い
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。                             

　
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」
で
は
団
員
の
機

敏
な
動
作
と
、
迫
力
あ
る
操
法
に
住
民
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
歓
声
が
上
が
り
、

子
供
た
ち
か
ら
は
、「
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」

「
私
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
消
防
団

を
よ
り
身

近
な
存
在

に
感
じ
て

も
ら
い
、

入
団
促
進

や
防
災
意

識
の
向
上

に
繋
が
る

よ
う
、
今

後
も
こ
う

し
た
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

幡　野　地　区 

山　田　地　区 西馬音内地区 

建　物 

林　野 

車　輌  

その他 

合　計 

死者数 

負傷者数 

－38 

8 

5 

－18 

－43 

0 

－ 4

－12 

－ 4 

0 

－13 

－29 

－ 1 

3

237 

30 

38 

81 

386 

20 

77

187 

30 

27 

72 

316 

15 

60

24 

4 

3 

16 

47 

1 

3

149 

38 

32 

54 

273 

15 

56

12 

0 

3 

3 

18 

0 

6

平成25年 平成24年 同期比較 

９月 累計 累計 ９月 年計 ９月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 
地
震
体
験
車
が
導
入
さ
れ
る

地
震
体
験
車
が
導
入
さ
れ
る 

地
震
体
験
車
が
導
入
さ
れ
る 

　
秋
田
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

教
育
機
関
等
に
お
け
る
防
災
教
育
を
支
援

し
、
よ
り
実
践
的
な
防
災
知
識
の
普
及
啓

発
を
図
る
た
め
、
地
震
の
揺
れ
（
震
度
二

〜
七
の
震
度
階
毎
）

を
体
験
で
き
る
「
地

震
体
験
車
」
を
導

入
し
ま
し
た
。             

　
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
秋
田
県

総
務
部
総
合
防
災

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。 

第
五
〇
回 

秋
田
県
消
防
操
法
大
会 

第
五
〇
回 

秋
田
県
消
防
操
法
大
会 
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